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1.はじめに

私達は全国の公開天文台の分光器の保有率を調査した。その結果、わずか一割程度しか保有していな

いことが判明した。これは、（1）分光器の既製品は高額で公開天文台の定常予算での購入が困難である

こと、（2）分光器の自作にはスリットビュワー製作などがあり、それも困難であることが原因と考えら

れた。一方、米子高専科学部は形式が異なる4台の分光器を保有しており分光観測の経験も豊富である。

さらに、高専であるため、金属加工や電子回路の製作も得意である。そこで、私達は安価で簡単に自作

可能なうえ物理観測にも耐え得る低分散分光器を開発した。テスト観測の結果所定の性能を満たすこと

が確認できたので、その結果について報告する。 

2.分光器の設計・製作

本分光器ではビクセン製のフリップミラーを改造し回折格子

収納部とした。そして、加工を最小限に抑えるため、市販の接

続リング類を多用して分光器本体とした（図1）。また、スリ

ットは、自作のスリット取付部にカッターの刃を向かい合わせ

て接着し製作した。なお、本分光器はZWO社のフィルターホ

イールにスリットを取付けることにより、観測に合わせてスリ

ット幅が変更できる機構とした。ところで、本分光器では、電

子回路でステッピングモーターを制御し、回折格子が回転する

機構とした。これにより、0次と1次のスペクトルが正確に切り

替えられ、1台のカメラでスリットビュワー（0次スペクトル）と分光観

測（1次のスペクトル）の二つの役割を担わせることが可能となった。

3.性能確認と今後の展望

性能確認のためにまずナトリウム灯の撮像を行った。その結果Ｄ線

が2本に分解できており、所定の分解能R＝1000を満たすことが分かっ

た（図2）。また、月の分光観測を行ったところ、0次スペクトルを利

用したスリットビュワーも良好で(図3左)、本校のCCDカメラで可視

光線が一度に撮像できることもわかった(図3右)。 

ところで、本分光器は回折格子が回転

するため動かすごとに回折格子の角度ず

れが想定される。そこで回折格子を1

次、0次、1次、…のスペクトル位置に動

かし、その時のずれ量を測定したが、有

意なずれは検出されなかった。 

今後私達は本分光器の図面を本校HPで

公開し全国に向けて発信していく予定で

ある。 

4.まとめ

安価で自作が容易なうえ物理観測にも耐え得る天体観測用分光器を開発した。本分光器は、低分散分

光器でありながら、ナトリウムのD線を分解する分解能を有しており、分解能はＲ＝1000になった。本分

光器を利用すると、従来の低分散分光器では困難だった銀河回転の速度の測定や散光星雲の分光診断な

どの観測が可能となると考えられる。
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要 旨 
駿台学園の75cm望遠鏡で撮影した天体写真で、星像の明るさ測定値から恒星の等級をどの程度推定できるかを調べ

る目的で解析を行った。まず星像の明るさの測定値として星像内のピクセル出力値の積算値を計算し、恒星カタログ

（GAIA DR3）の等級値と比較する。r(red), g(green), b(blue) それぞれのピクセル積算値をカタログの RPmag, 

Gmag, BPmag と比較したところ、r は ±0.3mag 程度の誤差に収まる関係図が得られたが、gは 1.0mag 程度、b は 

2.0mag 程度の大きな差を示す星も多く、g と b では等級の推定は困難であることがわかった。 

１．はじめに 
駿台学園では、北軽井沢にある合宿所に口径75cmの望遠鏡を設置しており、その直焦点に取り付けられたデジタ

ルカメラで、約 30'× 40' の視野の天体カラー写真を撮影することができる。そこで今回、ここで得られた天体

写真について、その特性の調査として撮影された星像の明るさとその星の等級との関係を調べた。

２．撮影データ 
今回使用した天体写真は、2022年12月に撮影した μ Cep とその周囲の恒星の写真で、視野は約 30'×40'、また露

光時間は ISO25600で4秒のものを用いた。他の時期に撮影された画像と比較する試みはまだ行っていないので確定的

なことは言えないが、当日は天候も安定しており、良好な天体写真であると考えられる。 

撮影された写真は5568×3712ピクセルの画像で、これを画像処理ソフト（gimp）により800×533ピクセルの .pnm 

画像に変換した。星像の大きさは、今回測定した最も暗い星で直径約5ピクセル程度、ピクセル出力値は最大255（8

ビット）、バックグラウンド出力値は各カラーとも80〜110程度だった。また約12等級程度の星像ですでにピーク値

が最大値255 に達しており、これより明るい星では、飽和状態の影響が積算値に大きな影響を与えている。 

３．星像データ解析 
GAIAカタログでこの範囲の恒星を調べると、G等級で13等級より明るい星として約150星がリストアップされるの

で、この中から80星を選んで星像を同定し、星像のピクセルの出力値を r, g, b それぞれで積算した。今回の積算

値の範囲は500～13000であったが、バックグラウンド見積もりの誤差の影響は200程度に達するので、暗い星の測定

値の誤差はかなり大きいと考えられる。なお、星像の積算範囲の決定は、断面図のグラフを用いて眼視で行ったが、

これによる誤差は上記のバックグラウンド見積もりの誤差に含まれると考えられる。

４．解析結果 
写真上の星像の各カラーのピクセル積算値を、カタログに示されてい

るそれぞれの等級（GAIAカタログでは、RP, G, BPmag）と比較したもの

を図1〜3に示した。なお、両者の関係をわかりやすくするために、横軸

を 15.0－カタログ等級 とし、縦軸を2.5×log(ピクセル積算値)－7.0 

とした。これにより、星の明るさがピクセル値に正しく反映されている

場合、両者の関係は傾きが +1 の直線になることになる。 

図からわかるように、r(red) については、今回の「星像から等級を

判定する」という目的に適用可能であるような関係図が得られたが、g 

(green) および b(blue) については大きなばらつきが認められ、等級

の判定に用いることが困難であることがわかった。 

また r の場合でも、明るい星像が飽和状態の影響を大きく受けてい

ることが認められ、傾きが +1 より小さく、また明るい星ほど傾きが小

さくなる関係図が得られている。 

６．結果の考察と今後の課題 
上記のように、カラー r に関しては写真上の星像から等級を判定で

きることがわかったが、今回の4秒露出の写真上では明るい星はかなり

の程度ピクセル値の飽和状態に達しており、関係式は傾きが +1 より

小さくなっている。この場合、飽和状態は星像の広がりに影響を受け

るので、異なる写真にはここでの結果は適用できないと考えられる。 

他方、カラー g, b の大きなばらつきについては、そのばらつきの

大きさはバックグラウンドの判定の誤差などに比べてかなり大きく、

変光星などの影響も考えられるが現状では原因不明である。原因解明

のために、露出時間を変えた写真や、撮影時期の異なる別の写真、異

なる天体領域の写真などとの比較検討が必要と考えられ、これが今後

の課題である。 

今回の解析では、バックグラウンドの算定や星像範囲の選定などを

個々に眼視によって行ったが、これらを計算プログラムによって自動

化することにより、星野写真内の未知の天体の発見とその等級の決定を行うことが可能になると考えられる。そし

てこれが、本学園の大型望遠鏡とGAIAカタログを利用すれば13等級程度までの天体に対して適用可能になり、微光

星の星団などの研究に応用できると考えられる。
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